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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　起振体と、
　外歯歯車と、
　前記起振体と前記外歯歯車との間に配置される起振体軸受と、
　内歯歯車と、
　を備える撓み噛合い式歯車装置であって、
　前記起振体の外周に設けられ、前記起振体軸受の転動体の転走面を構成する内輪部材を
備え、
　前記内輪部材には、前記外歯歯車と前記内歯歯車の非噛合い領域に対応する部分に、潤
滑剤を保持する潤滑溜りが形成され、
　前記起振体軸受の転動体は、略円柱形状とされ、
　前記潤滑溜りの軸方向長さが前記転動体の軸方向長さよりも短く、前記転動体の軸方向
両端部外周が前記転走面と接することを特徴とする撓み噛合い式歯車装置。
【請求項２】
　前記起振体と前記内輪部材とが一体に形成されていることを特徴とする請求項１に記載
の撓み噛合い式歯車装置。
【請求項３】
　前記潤滑溜りの周方向長さが、前記転動体の直径よりも長いことを特徴とする請求項１
または２に記載の撓み噛合い式歯車装置。
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【請求項４】
　前記内輪部材には、潤滑溜りが周方向に複数形成されていることを特徴とする請求項１
から３のいずれかに記載の撓み噛合い式歯車装置。
【請求項５】
　起振体と、
　外歯歯車と、
　前記起振体と前記外歯歯車との間に配置される起振体軸受と、
　内歯歯車と、
　を備える撓み噛合い式歯車装置であって、
　前記起振体の外周に設けられ、前記起振体軸受の転動体の転走面を構成する内輪部材を
備え、
　前記内輪部材には、前記外歯歯車と前記内歯歯車の非噛合い領域に対応する部分に、潤
滑剤を保持する潤滑溜りが形成され、
　前記内歯歯車は、第１内歯歯車と第２内歯歯車とを有し、
　前記起振体軸受は、前記第１内歯歯車に対応する第１起振体軸受と、前記第２内歯歯車
に対応する第２起振体軸受と、を有し、
　前記潤滑溜りは、前記第１起振体軸受の転走面と前記第２起振体軸受の転走面とに渡っ
て繋がっていることを特徴とする撓み噛合い式歯車装置。
【請求項６】
　起振体と、
　外歯歯車と、
　前記起振体と前記外歯歯車との間に配置される起振体軸受と、
　内歯歯車と、
　を備える撓み噛合い式歯車装置であって、
　前記起振体の外周に設けられ、前記起振体軸受の転動体の転走面を構成する内輪部材を
備え、
　前記内輪部材には、前記外歯歯車と前記内歯歯車の非噛合い領域に対応する部分に、潤
滑剤を保持する潤滑溜りが形成され、
　前記起振体軸受は玉軸受であり、
　前記内輪部材には転走溝が形成され、
　前記潤滑溜りは、前記転走溝の最深部を避けた位置に設けられることを特徴とする撓み
噛合い式歯車装置。
【請求項７】
　起振体と、
　外歯歯車と、
　前記起振体と前記外歯歯車との間に配置される起振体軸受と、
　内歯歯車と、
　を備える撓み噛合い式歯車装置であって、
　前記起振体の外周に設けられ、前記起振体軸受の転動体の転走面を構成する内輪部材を
備え、
　前記内輪部材には、前記外歯歯車と前記内歯歯車の非噛合い領域に対応する部分に、潤
滑剤を保持する潤滑溜りが形成され、
　前記起振体軸受は玉軸受であり、
　前記潤滑溜りの周方向の端部には、前記転動体を径方向外側に案内する案内部が設けら
れることを特徴とする撓み噛合い式歯車装置。
【請求項８】
　前記潤滑溜りは、
　前記起振体または前記内輪部材の内部に設けられた貯留部と、
　前記貯留部から非噛合い領域に対応する転走面へ連通する供給通路と、を有することを
特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の撓み噛合い式歯車装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撓み噛合い式歯車装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　小型かつ軽量で高減速比が得られる歯車装置として、撓み噛合い式歯車装置が知られて
いる。この装置は、剛性の内歯歯車と、その内側に配置された可撓性の外歯歯車と、外歯
歯車を半径方向に撓めて内歯歯車に対して２箇所で部分的に噛み合わせると共に、噛み合
わせ位置を周方向に移動させる波動発生器とで構成される。従来では、例えば特許文献１
に記載の撓み噛合い式歯車装置が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２９９７８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　波動発生器は、通常、起振体と軸受とを含む。この軸受では、使用経過ともに潤滑剤が
飛散していく。潤滑剤が飛散して潤滑剤が不足すると、軸受の負荷域においてピーリング
やフレーキングといった破損が生じる。これが撓み噛合い式歯車装置の寿命を縮める原因
となりうる。
【０００５】
　本発明は、こうした状況に鑑みてなされたものであり、その目的は撓み噛合い式歯車装
置の長寿命化を図ることができる技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の撓み噛合い式歯車装置は、起振体と、
外歯歯車と、起振体と外歯歯車との間に配置される起振体軸受と、内歯歯車と、を備える
撓み噛合い式歯車装置であって、起振体の外周に設けられ、起振体軸受の転動体の転走面
を構成する内輪部材を備える。内輪部材には、外歯歯車と内歯歯車の非噛合い領域に対応
する部分に、潤滑剤を保持する潤滑溜りが形成されている。
【０００７】
　この態様によると、起振体軸受が潤滑剤不足になるのを抑止でき、撓み噛合い式歯車装
置の長寿命化を図ることができる。
【０００８】
　なお、以上の構成要素の任意の組み合わせや、本発明の構成要素や表現を方法、装置、
システムなどの間で相互に置換したものもまた、本発明の態様として有効である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、撓み噛合い式歯車装置の長寿命化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置を示す断面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】第２の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置の波動発生器および外歯歯車を示
す断面図である。
【図４】第３の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置の波動発生器および外歯歯車を示
す断面図である。
【図５】第４の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置を示す断面図である。
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【図６】第５の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置を示す断面図である。
【図７】図６のＢ－Ｂ線断面図である。
【図８】図６の破線で囲まれた部分の拡大図である。
【図９】図７の潤滑溜りの周方向端部周辺を示す拡大図である。
【図１０】第６の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置の転走溝付近を示す拡大図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、各図面に示される同一または同等の構成要素、部材、工程には、同一の符号を付
するものとし、適宜重複した説明は省略する。また、各図面における部材の寸法は、理解
を容易にするために適宜拡大、縮小して示される。また、各図面において実施の形態を説
明する上で重要ではない部材の一部は省略して表示する。
【００１２】
　実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置は、モータの高速回転出力を低速回転出力とし
て取り出す減速機構として好適に用いられる。例えばロボットの関節部分に用いられるア
クチュエータの減速機として好適に用いられる。
【００１３】
（第１の実施の形態）
　図１は、第１の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置１００を示す断面図である。図
２は、図１のＡ－Ａ線断面図である。撓み噛合い式歯車装置１００は、固定壁７０（例え
ば、ロボットの第１部材）に固定される。撓み噛合い式歯車装置１００は、入力された回
転を減速し、それを出力装置８０（例えば、ロボットの第２部材）に出力する。撓み噛合
い式歯車装置１００は、波動発生器９０と、外歯歯車２０と、内歯歯車３０と、入力軸６
０と、を備える。
【００１４】
　波動発生器９０は、起振体１０と、内輪部材４０を含む起振体軸受５０と、を含む。起
振体１０は、回転軸Ｒに沿って延在する略楕円柱状の部材である。起振体１０には回転軸
Ｒを中心とする入力軸孔１２が形成されている。入力軸６０は、軸受６２を介して、固定
壁７０に回転自在に支持される。入力軸６０の一端は入力軸孔１２に挿入され、例えば接
着または圧入もしくはキー連結等により起振体１０と回転方向に連結される。入力軸６０
の他端は、例えばモータ等の回転駆動源に接続される。入力軸６０の回転に伴って起振体
１０が回転する。
【００１５】
　内輪部材４０は、起振体１０の外周側に設けられる。内輪部材４０の外周面４０ａは、
起振体軸受５０の転動体５２（後述）が転走する転走面として機能する。内輪部材４０は
、起振体１０と一体に形成される。
【００１６】
　起振体軸受５０は、第１起振体軸受５０ａと、第１起振体軸受５０ａよりも出力装置８
０側に位置する第２起振体軸受５０ｂと、を含む。第１起振体軸受５０ａは、複数の第１
転動体５２ａと、第１外輪部材５４ａと、を含む。複数の第１転動体５２ａのそれぞれは
略円柱形状を有し、その軸方向が回転軸Ｒ方向と略平行な状態で、周方向に所定の間隔で
設けられる。第１転動体５２ａは、不図示の保持器により、転動自在に保持される。
【００１７】
　第１外輪部材５４ａは、複数の第１転動体５２ａを環囲する。第１外輪部材５４ａは可
撓性を有する。第１外輪部材５４ａは、起振体１０の回転により撓み変形し、その外側に
配置される外歯歯車２０の第１歯車列２０ａ（後述）を変形させる。
【００１８】
　第２起振体軸受５０ｂは、複数の第２転動体５２ｂと、第２外輪部材５４ｂと、を含む
。第２転動体５２ｂ、第２外輪部材５４ｂはそれぞれ、第１転動体５２ａ、第１外輪部材
５４ａと同様に構成される。第２外輪部材５４ｂは、第１外輪部材５４ａとは別体として
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形成される。なお、第２外輪部材５４ｂは、第１外輪部材５４ａと一体に形成されてもよ
い。以降では、第１転動体５２ａと第２転動体５２ｂとをまとめて「転動体５２」とも呼
ぶ。また、第１外輪部材５４ａと第２外輪部材５４ｂとをまとめて「外輪部材５４」とも
呼ぶ。
【００１９】
　外歯歯車２０は、可撓性を有する環状の部材である。外歯歯車２０の内側には波動発生
器９０が嵌る。外歯歯車２０は、波動発生器９０が嵌ることによって楕円状に撓められる
。外歯歯車２０は、第１歯車列２０ａと、第１歯車列２０ａよりも出力装置８０側に位置
する第２歯車列２０ｂとを有する。第１歯車列２０ａと第２歯車列２０ｂとは単一の基部
材に形成されており、同歯数である。
【００２０】
　内歯歯車３０は、第１内歯歯車３０ａと、第２内歯歯車３０ｂと、を含む。第１内歯歯
車３０ａと第２内歯歯車３０ｂは別体として形成される。第１内歯歯車３０ａは、剛性を
有する環状の部材である。第１内歯歯車３０ａは楕円状に撓められた第１歯車列２０ａを
環囲し、起振体１０の長軸方向の２領域で第１歯車列２０ａと噛み合う。第１内歯歯車３
０ａは、第１歯車列２０ａよりも多くの歯を有する。第１内歯歯車３０ａには、回転軸Ｒ
方向に貫通する複数のボルト挿通孔３２ａが形成される。このボルト挿通孔３２ａにボル
ト６４を挿入して固定壁７０に形成されたねじ穴７２に螺合することにより、撓み噛合い
式歯車装置１００が固定壁７０に固定される。
【００２１】
　第２内歯歯車３０ｂは、剛性を有する環状の部材である。第２内歯歯車３０ｂは楕円状
に撓められた第２歯車列２０ｂを環囲し、起振体１０の長軸方向の２領域で第２歯車列２
０ｂと噛み合う。第２内歯歯車３０ｂは、第２歯車列２０ｂと同数の歯を有する。第２内
歯歯車３０ｂには、回転軸Ｒ方向に貫通する複数のボルト挿通孔３２ｂが形成される。こ
のボルト挿通孔３２ｂにボルト６６を挿入して出力装置８０に形成されたねじ穴８２に螺
合することにより、撓み噛合い式歯車装置１００と出力装置８０とが接続される。これに
より、撓み噛合い式歯車装置１００の出力が出力装置８０に伝達される。
【００２２】
　内輪部材４０の非噛合領域対応部１６（言い換えると、内輪部材４０の噛合領域対応部
１８を避けた位置）には、回転軸Ｒ方向に沿って形成された溝状の潤滑溜り１４が設けら
れる。ここで、噛合領域対応部１８は、外歯歯車２０と内歯歯車３０とが噛み合う領域（
以下、「噛合領域Ａ」と呼ぶ）に対応する内輪部材４０の部分である。より具体的には、
略楕円形状とされた起振体１０の長軸位置を含み、噛合領域Ａと同じ角度範囲の領域であ
る。非噛合領域対応部１６は、起振体１０の短軸位置を含み、２つの噛合領域対応部１８
の間の領域をいう。
【００２３】
　潤滑溜り１４は、その回転軸Ｒ方向に沿った長さが、転動体５２の回転軸Ｒ方向に沿っ
た長さよりも短くなるよう形成される。転動体５２は、この潤滑溜り１４を回転軸Ｒ方向
に跨ぎ、回転軸Ｒ方向の両端部の外周面が内輪部材４０の外周面４０ａ（すなわち転走面
）と接するように設けられる。なお、ここでいう「両端部」とは、転動体５２の回転軸Ｒ
方向の両端部にクラウニングが施されている場合には、クラウニングが施されている部分
を除いた部分の両端部を意味する。潤滑溜り１４の断面は、略Ｕ字状の形状を有する。な
お、潤滑溜り１４は、断面が略Ｖ字状、略円弧状、略楕円弧状、略多角形状、その他の形
状であってもよい。つまり、潤滑溜り１４の形状は問わない。また、潤滑溜り１４の数も
問わないが、本実施の形態においては、それぞれの非噛合領域対応部１６に３つずつ潤滑
溜り１４が形成されている。
【００２４】
　以上のように構成された撓み噛合い式歯車装置１００の動作を説明する。ここでは、外
歯歯車２０の第１歯車列２０ａの歯数が１００、第２歯車列２０ｂの歯数が１００、第１
内歯歯車３０ａの歯数が１０２、第２内歯歯車３０ｂの歯数が１００の場合を例に説明す
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る。
【００２５】
　第１歯車列２０ａが楕円形状の長軸方向の２箇所で第１内歯歯車３０ａと噛み合ってい
る状態で、入力軸６０の回転により起振体１０が回転すると、これに伴って第１歯車列２
０ａと第１内歯歯車３０ａとの噛み合い位置も周方向に移動する。第１歯車列２０ａと第
１内歯歯車３０ａとは歯数が異なるため、この際、第１内歯歯車３０ａに対して第１歯車
列２０ａが相対的に回転する。本実施の形態では、第１内歯歯車３０ａが固定状態にある
ため、第１歯車列２０ａは、歯数差に相当する分だけ自転することになる。つまり、起振
体１０の回転が大幅に減速されて第１歯車列２０ａに出力される。その減速比は以下のよ
うになる。
　減速比＝（第１歯車列２０ａの歯数－第１内歯歯車３０ａの歯数）／第１歯車列２０ａ
の歯数
　　　　＝（１００－１０２）／１００
　　　　＝－１／５０
【００２６】
　第２歯車列２０ｂは、第１歯車列２０ａと一体的に形成されているため、第１歯車列２
０ａと一体に回転する。第２歯車列２０ｂと第２内歯歯車３０ｂは歯数が同一であるため
、相対回転は発生せず、第２歯車列２０ｂと第２内歯歯車３０ｂとは一体に回転する。こ
のため、第１歯車列２０ａの自転と同一の回転が第２内歯歯車３０ｂに出力される。結果
として、第２内歯歯車３０ｂからは起振体１０（入力軸６０）の回転を－１／５０に減速
した出力を取り出すことができる。
【００２７】
　本実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置１００によると、内輪部材４０の非噛合領域
対応部１６に潤滑溜り１４が形成される。つまり、噛合領域対応部１８を避けた位置に潤
滑溜り１４が形成される。このため、起振体軸受５０の負荷容量を損なうことなく保持し
うる潤滑剤の容量を増やすことができ、起振体軸受５０が潤滑剤不足になるのを抑止でき
る。これにより、起振体軸受５０においてピーリングやフレーキングといった破損が生じ
るのを抑止でき、撓み噛合い式歯車装置１００の長寿命化を図ることができる。
【００２８】
　また、本実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置１００によると、潤滑溜り１４は、回
転軸Ｒ方向に沿った長さが、転動体５２の回転軸Ｒ方向に沿った長さよりも短くなるよう
形成される。そして、転動体５２は、この潤滑溜り１４を回転軸Ｒ方向に跨ぎ、回転軸Ｒ
方向の両端部の外周面が転走面と接するように設けられる。これにより、転動体５２が潤
滑溜り１４に嵌まるのが抑止され、撓み噛合い式歯車装置１００は安定した動作を実現し
うる。
【００２９】
（第２の実施の形態）
　第２の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置と第１の実施の形態に係る撓み噛合い式
歯車装置１００との主な違いは、潤滑溜りの形状である。
　図３は、第２の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置の波動発生器および外歯歯車を
示す断面図である。図３は図２に対応する。
【００３０】
　内輪部材４０の非噛合領域対応部１６には、潤滑溜り１１４が設けられる。潤滑溜り１
１４は周方向に延在するよう形成される。例えば潤滑溜り１１４は、その周方向の長さが
、転動体５２の直径Ｄより長くなるよう形成される。また例えば、潤滑溜り１４は、転動
体５２の直径Ｄの３倍より長くなるよう形成される。また例えば、潤滑溜り１４は、複数
の転動体５２と対向するよう形成される。
【００３１】
　また例えば、潤滑溜り１１４は、その周方向の長さが、非噛合領域対応部１６の外周面
の周方向の長さの３０％以上の長さとなるよう形成される。より好ましくは５０％以上の
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長さとなるよう形成される。さらに好ましくは８０％以下の長さとなるよう形成される。
この場合。製造誤差により、仮に潤滑溜り１４が設計よりも大きく形成されても、潤滑溜
り１４を確実に非噛合領域対応部１６に収めることができる。
【００３２】
　本実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置によると、第１の実施の形態に係る撓み噛合
い式歯車装置１００と同様の作用効果が奏される。
【００３３】
（第３の実施の形態）
　第３の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置と第１の実施の形態に係る撓み噛合い式
歯車装置１００との主な違いは、潤滑溜りの構成である。
　図４は、第３の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置の波動発生器および外歯歯車を
示す断面図である。図４は図２に対応する。
【００３４】
　起振体１０および内輪部材４０の非噛合領域対応部１６には、潤滑溜り２１４が形成さ
れる。潤滑溜り２１４は、貯留部２１４ａと、供給通路２１４ｂと、を有する。貯留部２
１４ａは、起振体１０の内部に設けられ、潤滑剤を貯留する。供給通路２１４ｂは、内輪
部材４０に設けられ、貯留部２１４ａと非噛合領域対応部１６の転走面と連通する。つま
り、供給通路２１４ｂは、非噛合領域対応部１６の転走面に開口部を有する。貯留部２１
４ａに貯留された潤滑剤が、この供給通路２１４ｂから起振体軸受５０に供給される。
【００３５】
　本実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置によると、第１の実施の形態に係る撓み噛合
い式歯車装置１００と同様の作用効果が奏される。加えて、本実施の形態に係る撓み噛合
い式歯車装置によると、起振体１０の内部に設けられる貯留部２１４ａにより潤滑剤が保
持される。これにより、比較的多くの潤滑剤を保持でき、撓み噛合い式歯車装置の長寿命
化をより一層図ることができる。
【００３６】
（第４の実施の形態）
　第４の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置と第１の実施の形態に係る撓み噛合い式
歯車装置１００との主な違いは、潤滑溜りの形状である。
　図５は、第４の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置４００を示す断面図である。図
５は図１に対応する。
【００３７】
　内輪部材４０の非噛合領域対応部１６には、潤滑溜り３１４が形成される。潤滑溜り３
１４は、内輪部材４０の外周面４０ａ（すなわち転走面）のうち、第１起振体軸受５０ａ
に対応する部分と第２起振体軸受５０ｂに対応する部分とに渡って設けられる。別の言い
方をすると、潤滑溜り３１４は、第１転動体５２ａおよび第２転動体５２ｂの両方に対向
するよう設けられる。潤滑溜り３１４の回転軸Ｒ方向の長さは、第１転動体５２ａの固定
壁７０側端部外周、および、第２転動体５２ｂの出力装置８０側端部外周が、内輪部材４
０の外周面４０ａと接するように調整される。
【００３８】
　本実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置４００によると、第１の実施の形態に係る撓
み噛合い式歯車装置１００と同様の作用効果が奏される。加えて、本実施の形態に係る撓
み噛合い式歯車装置４００によると、それぞれの軸受に対応した潤滑溜りを別々に形成す
る場合に比べて加工が容易となる。
【００３９】
（第５の実施の形態）
　第５の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置と第１の実施の形態に係る撓み噛合い式
歯車装置１００との主な違いは、起振体軸受と潤滑溜りの構成である。
　図６は、第５の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置５００を示す断面図である。図
７は、図６のＢ－Ｂ線断面図である。図８は、図６の破線で囲まれた部分の拡大図である
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。図６は図１に対応し、図７は図２に対応する。
【００４０】
　撓み噛合い式歯車装置５００は、波動発生器４９０と、外歯歯車２０と、内歯歯車３０
と、入力軸６０と、を備える。波動発生器４９０は、起振体１０と、内輪部材４４０と、
起振体軸受４５０と、を含む。
【００４１】
　内輪部材４４０は、起振体１０の外周側に設けられる。内輪部材４４０の外周面４４０
ａには、起振体軸受４５０の略球状の転動体４５２（後述）が転走する転走溝４４１が形
成される。内輪部材４４０は、起振体１０と一体に形成される。
【００４２】
　起振体軸受４５０は、第１起振体軸受４５０ａと、第２起振体軸受４５０ｂと、を含む
。第１起振体軸受４５０ａは、複数の第１転動体４５２ａと、第１外輪部材４５４ａと、
を含む。複数の第１転動体４５２ａのそれぞれは、略球状を有し、周方向に所定の間隔で
設けられる。第１外輪部材４５４ａには、内輪部材４４０の転走溝４４１に対応する転走
溝４５５が形成される。第１転動体４５２ａは、転走溝４４１と転走溝４５５との間で転
走する。
【００４３】
　第２起振体軸受４５０ｂは、複数の第２転動体４５２ｂと、第２外輪部材４５４ｂと、
を含む。第２転動体４５２ｂ、第２外輪部材４５４ｂはそれぞれ、第１転動体４５２ａ、
第１外輪部材４５４ａと同様に構成される。
【００４４】
　内輪部材４４０の非噛合領域対応部１６には、周方向に延在する潤滑溜り４１４が形成
される。本実施の形態では、第１起振体軸受５０ａに対応する潤滑溜り４１４、および、
第２起振体軸受５０ｂに対応する潤滑溜り４１４が２つの非噛合領域対応部１６のぞれぞ
れに形成される。つまり、合計４つの潤滑溜り１４が形成される。潤滑溜り４１４は、転
走溝４４１に形成される。本実施の形態では、潤滑溜り４１４は、転走溝４４１の最深部
（すなわち回転軸Ｒに最も近い位置）に形成される。このため、転動体４５２は、その一
部が潤滑溜り４１４に進入する場合がある。
【００４５】
　図９は、図７の潤滑溜り４１４の周方向端部周辺を示す拡大図である。内輪部材４４０
は、潤滑溜り４１４の周方向端部に対応する位置に、潤滑溜り４１４に進入した転動体４
５２を径方向外側に案内する案内部４４２が設けられる。具体的には、案内部４４２は、
潤滑溜り４１４の最深部４１４ａと、潤滑溜り４１４の最深部４１４ａよりも径方向外側
に位置する転走溝４４１の最深部４４１ａとを接続する傾斜面４４２ａであって、起振体
１０の長軸方向に対して所定角度傾斜した傾斜面４４２ａを有する。本実施の形態では、
傾斜面４４２ａは平坦状に形成される。なお、傾斜面４４２ａは曲線状であってもよい。
【００４６】
　本実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置５００によると、第１の実施の形態に係る撓
み噛合い式歯車装置１００と同様の作用効果が奏される。加えて、本実施の形態に係る撓
み噛合い式歯車装置５００によると、案内部４４２が設けられる。これにより、転動体４
５２は、その一部が潤滑溜り４１４に進入した状態から滑らかな動作により抜け出すこと
ができる。そのため、撓み噛合い式歯車装置５００は、安定した動作を実現しうる。
【００４７】
（第６の実施の形態）
　第６の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置と第５の実施の形態に係る撓み噛合い式
歯車装置５００との主な違いは、潤滑溜りが形成される位置である。
　図１０は、第６の実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置の転走溝付近を示す拡大図で
ある。図１０は、図８に対応する。
【００４８】
　内輪部材４４０の転走溝４４１には、周方向に延びる溝状の潤滑溜り４１４が形成され
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る。潤滑溜り４１４は、転走溝４４１の最深部（すなわち回転軸Ｒに最も近い位置）を避
けた位置に形成される。本実施の形態では、最深部の軸方向両側に設けられる。なお、第
５の実施の形態と同様の案内部を、内輪部材４４０の潤滑溜り４１４の周方向端部に対応
する位置に設けてもよい。
【００４９】
　本実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置によると、第５の実施の形態に係る撓み噛合
い式歯車装置５００と同様の作用効果が奏される。加えて、本実施の形態に係る撓み噛合
い式歯車装置によると、転動体４５２が潤滑溜り４１４に嵌る（すなわち転動体４５２の
一部が潤滑溜り４１４に進入した状態になる）のを抑止でき、撓み噛合い式歯車装置の安
定した動作を実現できる。
【００５０】
　以上、実施の形態に係る撓み噛合い式歯車装置の構成と動作ついて説明した。この実施
の形態は例示であり、それらの各構成要素の組み合わせにいろいろな変形例が可能なこと
、またそうした変形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００５１】
（変形例１）
　第１～６の実施の形態では、内輪部材は起振体と一体に形成される場合について説明し
たが、これに限られず、内輪部材は起振体と別体として形成されてもよい。
【００５２】
（変形例２）
　第１～２、４～６の実施の形態では、内輪部材に潤滑溜りが形成される場合について説
明したが、これに限られない。特に、内輪部材が起振体と別体の場合には、潤滑溜りは、
内輪部材の内側に位置する起振体に達するように形成されてもよい。
【００５３】
（変形例３）
　第３の実施の形態では、起振体に貯留部が形成され、内輪部材に供給通路が形成される
場合について説明したが、これに限られない。貯留部は内輪部材に形成されても、内輪部
材と起振体とを跨るように形成されてもよい。また、供給通路は、起振体にまで延びてい
てもよい。
【００５４】
　また、第３の実施の形態では、非噛合領域対応部１６に貯留部が形成される場合につい
て説明したが、これに限られない。貯留部は、噛合領域対応部１８に形成されても、非噛
合領域対応部１６と噛合領域対応部１８とを跨がるように形成されてもよい。
【００５５】
　また、第３の実施の形態では、１つの貯留部に対して１つの供給通路が形成される場合
について説明したが、これに限られず、１つの貯留部に対して複数の供給通路が形成され
てもよい。
【００５６】
（変形例４）
　実施の形態では、２つの内歯歯車（第１内歯歯車３０ａ、第２内歯歯車３０ｂ）を有し
、外歯歯車２０が筒型であるフラット型の撓み噛合い式歯車装置について説明したが、こ
れに限られない。本実施の形態の技術思想は、内歯歯車が１つのカップ型、シルクハット
型、その他のタイプの撓み噛合い式歯車装置にも適用できる。
【００５７】
　上述した実施の形態および変形例の任意の組み合わせもまた本発明の実施の形態として
有用である。組み合わせによって生じる新たな実施の形態は、組み合わされる実施の形態
および変形例それぞれの効果をあわせもつ。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　起振体、　１４　潤滑溜り、　２０　外歯歯車、　２０ａ　第１歯車列２０ａ、
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　２０ｂ　第２歯車列２０ｂ、　３０　内歯歯車、　３０ａ　第１内歯歯車、　３０ｂ　
第２内歯歯車、　４０　内輪部材、　５０　起振体軸受、　５０ａ　第１起振体軸受、　
５０ｂ　第２起振体軸受、　５２　転動体、　５２ａ　第１転動体、　５２ｂ　第２転動
体、　５４　外輪部材、　５４ａ　第１外輪部材、　５４ｂ　第２外輪部材、　１００　
撓み噛合い式歯車装置。

【図１】 【図２】
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